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胴縁断面図

S=1:4 端末部取付図
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丸格子ガ－ドフェンス　ＰＺ－Ｋ１１００
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胴縁 t=1.6 

（水抜穴付）

φ60.5×3.2 

＠150 

φ21.7×1.6 

(ベースプレート式) 
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S=1:20 

※

σcｋ=18N/mm 以上
コンクリート強度
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<BTM12、大W、SW付> 
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ベースプレート詳細図
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4-φ16 

4－ホ－クカットアンカ－＃12CA 
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２５０ｍｍ以上の場合に適用する。
本図ベースプレート支柱は、コンクリート天幅（※印部) 
ンカーボルトは溶融亜鉛めっきのみとする。

設計荷重・・・防護柵の設置基準・同解説のＰ種に基づく。

の上高耐候性樹脂粉体塗装とし、ボルト・ナット及びア
候性樹脂粉体塗装とする。但し、支柱は溶融亜鉛めっき
外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐１．

２．

設計条件

備考


